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大大和市郷土民家園と泉の森ふれあいキャンプi男女

大和市泉の森公園の一角にあり、 2つの施設は隣
接しています。 郷土民家園には江戸時代の2棟の
主屋が建ち、 ふれあいキャンプ揚では日帰りで野
外炊事ができます。
-郷土民家圏(046-260-5790)
-ふれあいキャンプ揚(046-260-5795)
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公民館かながわ

ネ
成
ニ
十
ニ
ヰ
夜
食
侯
・

公
氏
銭

返
す
審
議
会
委
員
等
研
修
会
萩
会

(2) 

十
一

月
二
十
五
日
(
木)

厚
木
市
ヤ

ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
於
い

て
館
長
・

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
等

研
修
会
が
開
催
さ
れ 、

二
一
九
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た 。

参
加
者
か
ら
は
大

変
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た 。

0

0

0

 

①
情
報
提
供
「

公
民
館
と
美
術
館

と
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て」

県
立
近
代
美
術
館

普
及
課
長

太
田

泰
人

氏

公
民
館
と
美
術
館
と
の
連
携
に
つ
い

て
は 、

お
互
い
が
持
つ
特
性
を
理
解
し

て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
参
加
者
に
語
り
か
け
ま
し
た 。

そ
し
て 、

今
後
は 、

公
民
館
と
美
術

館
双
方
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
寄

り 、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て 、

地
域
の

中
で
協
働
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
を
さ

れ
ま
し
た 。

。

②
事
例
発
表

「
公
民
館
と
学
校
と
の
連
携」

厚
木
市
立
愛
甲
公
民
館

館
長

関

庄
治

氏

学
校
の
施
設
内
に
あ
る
と
い
う
特
徴

を
生
か
し
た
愛
甲
公
民
館
の
取
組
を
発

表
さ
れ
ま
し
た 。

愛
甲
公
民
館
は 、

施
設
が
愛
甲
小
学

校
の
敷
地
内
に
あ
り 、
一

階
が
公
民
館、

二
階
が
小
学
校
の
体
育
館
に
な
っ
て
い

て 、

校
舎
と
は
連
絡
通
路
で
つ
な
が
っ

て
い
る
た
め 、

学
校
と

連
携
し
た
事
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た 。取

組
事
例
と
し
て 、

地
域
子
ど
も
教

室
に
お
い
て 、

小
学
校
の
体
育
館
や
教

室
を
優
先
的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と 、

五
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
米

作
り
で
は 、

公
民
館
運
営
委
員
会
の
委

員
の
方
々
が
協
力
し
て
い
る
こ
と 、

さ

。

。

ら
に
は 、
P
T
A
ふ
れ
あ
い
大
会
で
は 、

地
域
福
祉
委
員
会
が
学
級
講
座
の
事
業

と
し
て
協
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説

明
さ
れ
ま
し
た 。

公
民
館
が
学
校
の
施
設
の
中
に
あ
る

こ
と
で 、

学
校
施
設
の
優
先
的
な
使
用

だ
け
で
な
く 、

教
員
の
協
力
も
あ
り 、

児
童
が
様
々
な
事
業
に
多
数
参
加
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た 。

課
題
と
し
て
は 、

公
民
館
職
員
と
教

員 、

P
T
A
と
の
情
報
の
共
有
化
や 、

公
民
館
の
運
営
方
針
の
明
確
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た 。

0

0

0

 

③
事
例
発
表
「
地
域
住
民
と
一

体

と
な
っ
た
公
民
館
事
業」

藤
沢
市
立
善
行
公
民
館

館
長

野
村

道
人

氏

善
行
公
民
館
が
行
う
地
域
と

連
携
し

た
取
組
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た 。

一

点
目
は 、
「
ま
る
ご
と
善
行」

で 、

こ
の
取
組
は 、

地
域
の
お
宝
で
あ
る
人

材 、

史
跡 、

イ
ベ
ン
ト

を
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
化
し
て
地
域
を
ま
る
ご
と
博
物
館
に

見
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で 、

そ
の
運

営
は 、

地
元
の
方
々
の
公
募
に
よ
る
運

営
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
な
ど
取
組
の

概
要
を
説
明
さ
れ
ま
し
た 。

そ
し
て 、

こ
の
運
営
委
員
会
で
は
①
市
民
提
案
講

座
の
開
催
②
運
営
委
員
会
主
催
事
業
の

実
施
③
公
民
館
事
業
の
適
正
な
審
査
等

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た 。

二
点
目
は 、
「
だ
が
し
や
楽
校」

で 、

こ
の
取
組
は 、

お
祭
り

や
屋
台
形
式
の

イ
ベ
ン
ト

で
誰
も
が
手
軽
に
趣
味 、

特

技 、

遊
び
等
を
見
せ
る
集
い
で
あ
り 、

そ
の
目
的
は 、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
と
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促

進 、

子
ど
も
が
自
主
的
に
参
加
し
て
活

動 、

運
営
す
る
場
の
提
供
で
あ
り 、

大

人
も
一

緒
に
な
っ
て
地
域
全
体
で
楽
し

め
る
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
な
ど

取
組
の
概
要
を
説
明
さ
れ
ま
し
た 。

そ
し
て 、

課
題
と
し
て
は 、

予
算
の

確
保
を
挙
げ 、

地
域
団
体
か
ら
の
助
成

金
や
全
国
駄
菓
子
メ
ー

カ
な
ど
の
協
賛

に
よ
り
実
施
す
る
な
ど 、

苦
労
さ
れ
て

い
る
点
も
話
さ
れ
ま
し
た 。

0

0

0

 

④
講
演
「

公
民
館
経
営
に 、

今 、

館
長

と
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
等
に
何
が

も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か 。

ー
公
民
館

と
地
域
の
再
生
を
築
く
た
め
に
1」

い
わ
き
明
星
大
学

教
授

神
山

敬
章

氏

一

九
六
0

年
代
1

一

九
七
0

年
代
に

出
さ
れ
た
公
民
館
に
関
す
る
理
念
文
書

に
つ
い
て
様
々
な
事
例
と
と
も
に 、

文

部
省
の
動
き 、

全
国
公
民
館
連
合
会
の

「
公
民
館
の
あ
る
べ

き
姿
と
今
日
的
な

指
標」 、
「
枚
方
テ
l

ゼ」 、
「
下
伊
那
テ
ー

ゼ」 、
「
三
多
摩
テ
ー

ゼ」

に
つ
い
て
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

[
次
べ
l

ジ
の
特
集
に
続
く
]



公民館かながわ

講
演
「
公
民
館
経
営
に、

今、

館
長
と
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
等
に
伺
が
ち
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か

fJ
公
民
館
と
地
域
の
再
生
を
築
く
た
め
に
j」

いわき明星大学
教授
神山
敏章

叫
苛r 〈〉

公
民
館
建
設
の
歴
史

明
治
時
代
の
社
会
教
育
は
通
俗
教
育

と
い
わ
れ
て
い
た
が 、

昭
和
二
十
一

年

に
戦
後
民
主
主
義
が
形
作
ら
れ
る
中
で

「
寺
中
構
想」

が
で
き
る 。

戦
前 、

社

会
教
育
が
国
家
統
制
の
道
具
に
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ
り 、

昭
和

二
十
一

年
に
「

公
民
館
の
建
設
に
つ
い

て」

と
い
う
次
官
通
牒
が
出
て
か
ら
わ

ず
か
十

年
で 、

公
民
館
の
数
が
三
万
軒

を
超
え
る 。

学
校
建
設
に
回
っ
て
い
た

お
金
が
昭
和
三
十

年
代
に
よ
う

や
く
公

(3) 

可長店一

民
館
に
回
り
は
じ
め 、

公
民
館
は
博
物

館、

図
書
館
と
あ
わ
せ
て
三
館
一

致
体

制
と
し
て
整
備
さ
れ
た 。

。
三
つ
の
テ
l
ゼ

そ
の
後
の
変
化
の
中
で 、

公
民
館
の

あ
り
方
が
提
案
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
代

表
的
な
も
の
が
「
三
つ
の
テ
ー

ゼ」

で

あ
る 。枚

方
テ
l

ゼ

ご

九
六
三)
「
社
会

教
育
を
す
べ
て
の
市
民
に」

は
社
会
教

育
が 、

地
域
民
主
主
義
と
地
域
住
民
自

治
の
発
展
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な

い
教
育
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た 。

下
伊
那
テ
ー

ゼ

ご
九
六
五
)
で
は 、

公
民
館
主
事
の
性
格
と
役
割
を 、

教
育

専
門
職
員
か 、

自
治
体
労
働
者
か
と
の

疑
問
を
解
く
中
で 、

公
民
館
は
民
主
的

な
教
育
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら 、

社
会
教
育
は
行
政
職
員
が
教
育
に
関
わ

る
が
「
指
導
助
言」

は
す
る
が
「
命
令・

監
督」

し
て
は
な
ら
な
い
積
極
的
な
学

習
者
の
援
助
者
で
あ
る
と
し
た 。

現
在
の
指
定
管
理
者
の
制
度
で
こ
の

職
責
は
満
た
さ
れ
る
の
か 。

公
務
員
の

立
場
で
は
な
い
「
社
員」

が
ど
う

仕
事

を
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る 。

三
多
摩
テ
ー

ゼ
(
一

九
七
四)
「

新

し
い
公
民
館
像
を
め
ざ
し
て
」

は 、

公

民
館
を
自
由
な
た
ま
り
場
か
ら
集
団
活

動
の
場 、

そ
し
て
「
私
の
大
学」

へ
至

る
「

公
民
館
三
階
建
て
論
」

と
し
て 、

都
市
型
公
民
館
の
姿
を
描
い
た 。

現
代
の
問
題
は 、

そ
の
三
階
の
部
分

で
あ
る 。
「
市
民
の
学
習
・

文
化
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る」

と
い
う
こ
と
は 、

職
員
に
高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る 。

善
し

悪
し
は
別
に
し
て 、

公
設
民

営
化
で
あ
っ
て
も
求
め
ら
れ
な
く
て
は

い
け
な
い 。

寺
中
構
想
に
あ
る
公
民
館
は 、
「
多

方
面
の
機
能
を
持
っ
た
文
化
施
設
で
あ

る 。

そ
れ
は 、

社
会
教
育
の
施
設
で
あ

り 、

社
交
・

娯
楽
の
施
設
で
あ
り 、

自

治
振
興
の
機
関
で
あ
り 、

青
年
養
成
機

関
で
あ
り 、

そ
の
他
そ
の
町
村
が
必
要

と
考
え
る
い
ろ
い
ろ
の
機
能
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る」

施
設
で
あ
る
と
書

い
て
あ
る 。

〈〉
大
改
正
(
改
悪)

に
つ
い
て

社
教
法
の
改
正
で
公
民
館
運
営
審
議

会
を
必
置
か
ら
任
意
に
し
て
し
ま
っ

た 。

行
政
に
と
っ
て
は
社
会
的
な
保
障

を
放
棄
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い 。

館

長
の
諮
問
機
関
が
事
業
計
画
を
み
て
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た 。

〈〉
公
民
館
に
も
と
め
ら
れ
る
こ
と

今 、

公
民
館
に
は
二
十
四
時
間
コ
ン

ビ
ニ
の
よ
う
に 、

生
活
課
題
の
あ
れ
こ

れ
に 、

学
び
で
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る 。

教
育
と
い
う
も
の
は 、

そ
の
効
果
が

出
る
ま
で
に
大
変
な
時
間
が
か
か
る
も

の
と
い
う
理
解
が
そ
こ
に
は
無
い 。

公

民
館
職
員
は 、

社
会
教
育
の
視
点
と
ま

ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
!
と
し
て

の
役
割
と 、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
し 、

公
運
審
の

マ
ン
ネ
リ
化
は
す
ぐ
に
も
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い 。

地
方
分
権
推
進
が
す
す
み 、

平
成
十

七
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
で
指
定
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た 。

民
間
の
事
業
者
は
利
益
を
あ
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
ら 、

事
業
は
や
ら

な
い
方
が
よ
い 。

直
営
で
も
館
長
も
兼

任
化
さ
れ 、

二
つ
の
辞
令
を
も
ら
う
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る 。

「
日
曜
は
職
員
は
出
勤
で
き
な
い
」

「
夜
は
警
備
に
ま
か
せ
で
利
用
で
き
な

い」

な
ど
の
問
題
を 、

制
度 、

事
業
の

展
開
を
含
め
て
今
ま
で
以
上
に
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
に
き
て
い
る 。

こ
れ
は 、

公
運
審
の
委
員
や
館
長
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く 、

住
民
と
職
員
が
お
互
い
に

理
解
を
し
な
が
ら 、

住
民
主
体
の
公
民

館
運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
考

え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か 。



公民館かながわ
(4) 

第
五
十
二
回

神
奈
川
県
公
民館
大
会

秦
野

市文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

第
五
十
二
回
神
奈
川
県
公
民
館
大
会

が
平
成
二
十
三

年
一

月
二
十
八
日
に 、

県
内
各
市
町
村
公
民
館
関
係
者、

社
会

教
育
関
係
者
な
ど
四
O
三
名
が
参
加

し 、

秦
野
市
文
化
会
館
小
ホ
l

ル
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

今
大
会
は 、

明
日
の
公
民
館
の
あ
り

方
を
語
り
合
い 、

公
民
館
の
新
た
な

べ
l

ジ
を
開
く
大
会
に
し
よ
う
と
い
う

趣
旨
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

八〉
第
一

部

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

秦
野
市
観
光
和
太
鼓
に
よ
る
「
山
河」

「
華
宴」
「
稜
線」

の
演
奏 、

秦
野
市
合

唱
連
盟
の
草
笛
コ
ー

ラ
ス
に
よ
る
「
海

の
オ
ル
ゴ
ー

ル」
「
美
し
き
ひ
と
と
き」 、

ダ
ン
デ
ィ
ー

ズ
に
よ
る「
ゴ
ツ
ド
フ
ア
l

ザ
l

愛
の
テ
l

マ
」
「

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト」

な
ど
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た 。

〈〉
第
二
部

式
典

秦
野
市
合
唱
連
盟
の
歌
声
に
始
ま

り 、
本
会
京
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ 、

各
種
表
彰 、

古
谷
義
幸
秦
野
市
長 、
県

教
育
委
員
会
木
島
俊
夫
生
涯
学
習
部
長

か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。

O
平
成
二
十
二

年
度
表
彰

(
優
良
公
民
館
表
彰)

三
浦
市
初
声
市
民
セ
ン
タ
ー

(
永

年
勤
続
表
彰)

木
村
理
悪
(
川
崎
市
幸
市
民
館)

安
部
恭
子
(
川
崎
市
幸
市
民
館)

清
水
良
二
(
相
模
原
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課)

関
田
信
幸
(
相
模
原
市
立
麻
溝
公
民

館)

大
用
秀
行
(
相
模
原
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課)

島
田
欣
一

(
相
模
原
市
立
大
野
北
公

民
館)

冨
野
洋
子
(
横
須
賀
市
北
下
浦
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

丸
木
伸
枝
(
大
井
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課)

。
第
三
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

O
基
調
報
告
「
秦
野
市
の
公
民
館
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て」

秦
野
市
社
会
教
育
委
員
会
議
議
長

佐
野
美
三
雄
氏

平
成
二
十
二

年
四

月
に
提
言
さ
れ
た

「
秦
野
市
の
公
民
館
が
今
後
果
た
す
べ

き
役
割
及
び
組
織
・

運
営
体
制
に
つ
い

て」

報
告
が
あ
り
ま
し
た 。

O
パ
ネ
ル
ト
l

ク
「
新
た
な
地
域
社
会

と
公
民
館」

東
海
大
学
課
程
資
格
教
育
セ
ン
タ
ー

教
授
の
逢
坂
伸
一

氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
l

に
向
か
え 、

四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

た
ち
の
経
験
を
も
と
に 、

公
民
館
が
担

う
べ
き
役
割
や
公
民
館
の
新
た
な
姿
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ 、

会
場
か

ら
も
発
言
が
出
る
な
ど
活
発
な
パ
ネ
ル

ト
l

ク
と
な
り
ま
し
た 。
(
後
述)

〈〉
第
四
部

金
子
信
夫
秦
野
市
教
育
委
員
会
教
育

長
か
ら 、

家
庭
教
育
支
援
の
一

環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
「
親
子
川
柳
大
会」

の

作
品
紹
介
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の

大
切
さ
な
ど
教
育
委
員
会
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た 。

ま
た 、

教
育

長
の
ギ
タ
l

演
奏
に
よ
り

会
場
の
参
加

者
と
と
も
に
「
ふ
る
さ
と」

を
歌
い
ま

し
た 。そ

の
後 、

次
期
開
催
地
の
平
井
広
厚

木
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
会
旗
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た 。

棄 今「基|
野 後秦調

市32 のぁ野市報生
薮ーー

り U〆1)、 Eコ

佐育 方'LS.
野 委 「 民員 」館

美童日の
雄議 て
氏長」

[
公
共
施
設
の
再
編
成
が
す
す
む]

秦
野
市
に
限
ら
ず 、

公
教
育
の
場
は

学
校
教
育
を
中
心
に
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る 。

今
日
の
社
会、

経
済
状
況
の
下

で 、

公
民
館
の
再
編
成
が
進
ん
で
い
る

が 、

公
民
館
も
新
し
い
役
割
を
持
つ
も

の
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い 。

秦
野
市
で
は 、

財
政
改
革
の
方
法
と

し
て 、

市
内
に
四
百
五
十
在
る
公
共
施

設
の
再
編
成
を
行
っ
て
い
る 。

そ
の
こ

と
に
対
し
て 、

社
会
教
育
委
員
会
議
が

提
言
し
た
今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
に

つ
い
て
述
べ
た
い 。

[
新
し
い
公
民
館
像
を
提
案]

そ
の
ポ
イ
ン
ト

は 、
「

協
働
(
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ご

を 、

ど
う

構
築
す
る
か

に
あ
る 。

公
民
館
活
動
は 、

ま
さ
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
行
政 、

住
民
の
協
働
の

た
め
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト

機
能」

を
果
た

せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ 。

秦
野
が
め
ざ
す
公
民
館
は 、
「
生
涯

学
習
の
ま
ち ゃ
つ
く
り
セ
ン
タ
ー」

(
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち ゃ
つ
く
り

拠
点
施
設)

と
し
て
役
割
を
果
た
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
た 。

そ
こ
に
あ
る
の
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は 、
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
が
学
習
に

あ
る 。」

と
い
う
こ
と 。

こ
れ
か
ら
の

公
民
館
は 、

人
を
施
設
に
「
集
め
て
く

る」

こ
と
だ
け
で
な
く 、
「
外
に
出
て

い
く」
発
想
に
変
換
す
る
必
要
が
あ
る 。

パ
ネ
ル
ト
ー

ク

「
新
た
な
地
域
社
会

と
公
民
館」

〈〉
パ
ネ
リ
ス
ト
発
言
の
骨
子

①
瀧
津
麻
紀
子
さ
ん
H

元
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員

平
成
七

年
に
川
崎
か
ら
秦
野
に
家
族

三
世
代
で
越
し
て
き
た 。

友
達
探
し
か

ら 、

近
く
の
南
公
民
館
に
出
向
く
よ
う

に
な
り 、

地
域
の
風
習
で
あ
る
「
辻」

と
い
う

儀
礼
を
知
り 、

地
域
の
伝
統
や

文
化
を
学
ぶ
必
要
を
感
じ
た 。

そ
の
後

も
P
T
A
の
役
員
と
し
て
公
民
館
と
共

同
し
た
学
級
運
営
を
し
た
り
し
た 。

公
民
館
と
関
わ
る
こ
と
で 、

P
T
A

や
子
ど
も
を
通
し
た
同
世
代
の
仲
間 、

知
り
合
い
だ
け
な
く 、

世
代
を
越
え
て

多
く
の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

た 。

公
民
館
に
は
そ
の
た
め
に
ス
ー

パ
ー

バ
イ
ザ
ー

が
い
て 、
「

行
け
ば
何

か
が
分
か
る 。
」

地
域
の
文
化 、

伝
承

の
機
会
を
提
供
し
続
け
る
場
所
で
あ
っ

て
欲
し
い 。

②
本
田
美
タ
紀
さ
ん
リ

秦
野
市
立
東
小

学
校
教
諭

(5) 

大
学
時
代
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
暮
ら

し
た
体
験
が
あ
る 。

そ
こ
で
明
る
く 、

思
い
や
り
な
が
ら
生
活
す
る
子
ど
も 、

人
々
に
出
会
い 、

人
と
人
と
の
豊
か
な

関
係
の
中
に
「
幸
福」

な
暮
ら
し
が
あ

る
こ
と
を
思
い
知
り 、

帰
国
し
て
教
師

に
な
っ
た 。

社
会
体
験
と
し
て
研
修
し
た
東
公
民

館
で 、

人
と
人
と
の
出
会
い
に
触
れ 、

こ
れ
ほ
ど
地
域
で
人
と
密
接
に
ふ
れ
あ

え
る
場
所
が
あ
る
の
だ 。

こ
れ
を
利
用

し
な
い
手
は
な
い
と
考
え
た 。

そ
の
こ

と
を
同
世
代
の
青

年
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い 、

今
は 、

公

民
館
に
青

年
団
を
作
ろ
う
と
動
い
て
い

る 。

青
年
に
は 、

エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
る

が 、

地
域
の
何
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
良

い
の
か
が
分
か
ら
な
い
の
だ
と
思
う 。

そ
こ
に
公
民
館
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る 。

③
佐
野
美
三
雄
さ
ん
H

秦
野
市
社
会
教

育
委
員
会
議
議
長
(
基
調
報
告
者
)

新
た
な
地
域
社
会
を
作
る
た
め
に 、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に
は
な
に
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か 。

そ
れ
は 、

み
ん
な
で
地
域
の
教
育
課

題
に
取
り

組
ん
で
い
く 、

ま
さ
し
く
自

治
の
問
題
だ 。

そ
の
た
め
に
は 、

市
民

の
参
加
と
協
働
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る 。

そ
こ
で
は 、

公
民
館
が
自
治
や
公
共

の
ガ
パ
ナ
ン
ス
を
押
さ
え
て
い
る
必
要

が
あ
る 。

ま
た 、

地
域
の
自
治
組
織
と

公
民
館
が
関
わ
っ
て
い
る
の
か 。

公
民

館
運
営
協
議
会
が 、

公
民
館
の
機
能
な

り
運
営
の
評
価
を
き
ち
ん
と
担
っ
て
い

く
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い 。

地

域
の
人
材
を
活
か
し
て
い
る
か 。

現
代

的
な
課
題
に
し
っ
か
り
と
挑
戦
し
て
い

る
か
な
ど 、

現
実
の
問
題
と
し
て
考
え

た
い 。公

民
館
の
学
習
が 、

個
人
の
学
習
だ

け
で
な
く 、

組
織
の
学
習 、

み
ん
な
の

学
習
で
あ
る
よ
う
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い 。

問
題
に
触
れ
て
学
習
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と 。

集
ま
る
場
所
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と 。

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
公

民
館
が
地
域
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
あ
っ
て

欲
し
い 。

④
神
崎
節
生
さ
ん
H

全
国
公
民
館
連
合

会
副
会
長

公
民
館
を
取
り

巻
く
状
況
が 、

大
変

厳
し
く
な
っ
て
い
る
が 、

今
一

番
の
問

題
は 、

公
民
館
事
業
費
の
削
減
と
同
時

に
職
員
の
削
減
だ 。

今
の
公
民
館
の
危

機
的
な
状
況
は 、

職
員
の
質
の
低
下
が

原
因
な
の
だ
と
も
い
わ
れ
る
が 、

現
実

に
は 、

職
員
が
短
期
に
異
動
し
て
し
ま

う
の
で 、

地
域
に
根
っ
子
を
張
っ
て
仕

事
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る 。

考
え
た
い
の
は 、

も
う
一

度
公
民
館

の
原
点
の
理
念
に
戻
る
こ
と 。
組
織
的 、

系
統
的
継
続
的
に
学
習
を
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
だ 。

最
近
の
公
民
館
の

事
業
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か 。

学
習
方

法
は
ど
う
な
の
か 。

そ
れ
を
き
ち
ん
と

で
き
る
職
員
が
求
め
ら
れ
て
い
る 。

八〉
ま
と
め

秦
野
市
の
今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方

へ
の
提
言
に 、

職
員
(
館
長)

や
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
は
ど
う
関
わ
っ
た

の
か
が
問
わ
れ 、

再
編
成
案
が
分
か
る

と 、

最
初
に
館
長
有
志
が
学
習
を
は
じ

め 、

社
会
教
育
委
員
や
公
民
館
運
営
審

議
会
も
い
っ
し
ょ
に
提
言
作
り
が
進
ん

だ
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た 。

ま
た 、

青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
域

で
活
か
す
た
め
に 、

青
年
が
地
域
の
課

題
を
ど
う
見
つ
け
る
か 。
を
め
ぐ
っ
て 、

公
民
館
職
員
が
地
域
に
出
て
行
き 、

地

域
課
題 、

生
活
課
題
を
把
握
す
る
こ
と

や
公
民
館
を
青

年
の
居
場
所
の
核
と
し

て
事
業
を
す
る
こ
と
で 、

青
年
を
地
域

の
担
い
手
と
し
て
結
び
つ
け
る
ポ
l

タ

ル
サ
イ
ト

に
な
っ
て
欲
し
い
と
パ

ネ

ラ
ー

か
ら
の
公
民
館
へ
の
大
き
な
期
待

が
語
ら
れ
ま
し
た 。

東
海
大
学
課
程
資
格
セ
ン
タ
ー

教
授

の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
l

逢
坂
伸
一

さ
ん

か
ら
は 、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
公
民

館
の
違
い
と
し
て 、

集
い 、

学
ぶ
活
動

だ
け
で
利
用
す
る
の
で
は
な
く 、

職
員

が
い
て 、

そ
こ
で
市
民
の
心
と
心
が
交

わ
る
拠
点
が
公
民
館
で
あ
る 。

そ
の
こ

と
を
私
た
ち
が
伝
え 、

広
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た 。

(
要
約
・

文
責

広
報
部
会)
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クッキング教室」「ちひ、っこ広I君、
寒川町南部公民館

(連絡先0467-75-0281 ) 

寒
川
町
南
部
公
民
館
は 、

地
域
の
中

に
設
立
さ
れ
早
二
十
七

年
に
な
り
ま

す 。

公
民
館
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

の
複
合
施
設
で 、

教
育
文
化
活
動
の
学

習
や
高
齢
者
の
健
康
増
進 、

生
き
が
い

や
交
流
の
場
と
し
て 、

町
民
の
方
々
の
教
育
文

化
の
向
上 、

増
進
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た 。ま

た 、

町
民
の
心
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

団
体
活
動
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す 。

そ
の
中
で
の 、

青
少
年

育
成
事
業
が
あ
り
ま

す 。

子
供
達
が
公
民
館

に
足
を
運
ぶ
楽
し
み
の

事
業
で
も
あ
り
ま
す 。

具
体
的
な
内
容
と
し

て 、

絵
画
教
室 、

ク
ラ

フ
ト

教
室 、

ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
が

年
間
で
企
画

さ
れ
て
い
ま
す 。

今

回 、

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

で
は 、
「
チ
キ
ン
揚
げ

と
ケ
チ
ッ
プ
ラ
イ
ス
を

作
ろ
う」

に
挑
戦
し
ま

し
た 。料

理
実
習
に
入
る
前

に 、

手
洗
い 、

う
が
い 、

身
支
度
を
済
ま
せ
実
習

室
で
の
注
意
を
話
し
ま

す 。
そ
し
て
料
理
の
基
本
を
子
供
一

人
ひ

と
り
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す 。

責
任
感
が
あ
る
子
供
に
育
っ
て
欲

し
い 、

参
加
者
を
グ
ル
ー

プ
別
に
し
て

� 

班
長 、
副
班
長
を
高
学

年
に
お
願
い
し 、

チ
ー

ム
ワ
ー

ク
で
協
力
仕
合
い 、

助
け

合
い
を
行
う
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
ま

す 。

材
料
の
分
量 、

作
り
方
の
説
明
に

耳
を
か
た
む
け
て 、
一

人
ひ
と
り
が
体

験
し
て
作
業
を
進
め
て
行
き
ま
す 。

班

で
は
低
学

年
も
い
ま
す
の
で
高
学

年
が

声
を
掛
け
て 、

見
守
り
な
が
ら
手
を
さ

し
の
べ
た
り
し
て
い
ま
す 。

特
に 、

包

丁
の
使
用
や
下
ご
し
ら
え
を
き
ち
ん
と

す
る
こ
と
も
指
導
し
ま
す 。

今
回
の
チ

キ
ン
揚
げ
は 、

油
を
使
用
す
る
の
で 、

回
線
を
子
供
達
に
向
け
て
い
ま
す 。

班

ご
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー

ク
も
伺
え
ま
す 。

も
う
一

品
の
ケ
チ
ッ
プ
ラ
イ
ス
は 、

人

数
分
の
炊
き
た
て
の
ご
飯
を
ボ
ー

ル
に

入
れ 、

ハ
ー

ブ 、

塩 、

ケ
チ
ッ
プ
を
混

ぜ
る
作
業
を
し
ま
し
た 。

最
後
に
型
で
皿
に
盛
り
つ
け
る
と 、

自
分
達
の
達
成
感
が
笑
顔
に
出
て
き
ま

す 。
全
員
で
最
後
に
感
想
を
聞
き 、

大
変

な
点
や 、

次
回
は
こ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー

を

教
え
て
欲
し
い
な
ど
の
声
を
聞
き
「
美

味
し
か
っ
た
ヨ」

と
嬉
し
い
反
応
も
も

ら
い
ま
し
た 。

こ
れ
か
ら
も
子
供
達
の
社
会
参
加
と

感
性 、

想
像
性 、

協
調
性
を
育
む
よ
う

に
体
験
学
習
を
心
が
け
て
事
業
に
の
ぞ

み
た
い
で
す 。

明
日
の
未
来
を
担
う
子
供
達
の
た
め

に
!

(
生
涯
学
習
指
導
員

佐
々
木
さ

ち
よ)
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サ
ー

ク
ル」(046516811131)

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

ヨ
l

ガ
は 、

呼
吸
を
通
じ
て 、

体
の

内
の
声
を
聞
き
な
が
ら 、

全
身
を
ほ
ぐ

す
心
身
の
健
康
法
で
す 。

ゆ
っ
く
り
と

呼
吸
を
し
な
が
ら 、

ゆ
っ
た
り
と
体
を

動
か
す
の
で 、

静
か
な
空
間
と 、

時
聞

が
不
可
欠
で
す 。

町
民
セ
ン
タ
ー
と
い

う
良
き
活
動
の
場
を
得
て 、

サ
ー

ク
ル

の
メ
ン
バ
ー

は
静
か
に
自
分
と
向
き
合

い
ま
す 。

小
春
日
和
の
あ
る
日、

小
鳥

が
天
井
奥
に
入
り
込
み 、

チ
チ
チ
と
鳴

き
止
ま
ず 、
「
出
て
行
け
な
い
の
ね」

と
皆
で
苦
笑
い 。

こ
れ
も 、

自
然
あ
ふ

れ
る
真
鶴
で
は
と 、

の
ど
か
な
時
を
持

ち
ま
し
た 。

発
足
以
来 、

十
年
や
っ
て

(7) 

い
る
方
も 、

入
会
し
て
数
ヶ

月
の
方
も

一

緒
に
同
じ
動
き
を
続
け
ま
す 。

そ
の

体
の
内
へ
の
効
果
は 、

深
く 、

あ
る
い

は
浅
く 、

日
に
よ
っ
て
も
個
々
違
う
と

思
い
ま
す
が 、

年
数
を
重
ね
る
毎
に
心

の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き 、

体
が
つ
い

て
い
き
ま
す 。
一

時
間
半 、

体
を
動
か

し
終
わ
っ
た
後
に 、
一

同
が 、

お
風
目

上
が
り
の
よ
う
な
顔
で 、
「
あ
l

気
持

ち
良
か
っ
た 。
」

と
思
わ
ず
口
に
出
る

瞬
間
は 、

指
導
す
る
者
に
と
っ
て
も 、

嬉
し
い
開
放
感
あ
ふ
れ
る
一

瞬
で
す 。

町
の
生
涯
学
習
課
主
催
の
ヨ
l

ガ
講

座
を
受
け
た
方
が 、

サ
ー

ク
ル
に
入
会

し
て
下
さ
っ
た
り 、

口
コ
ミ
で
少
し
ず

つ
会
員
が
増
え
た
り
と 、

健
康
に
日
々

を
過
ご
す
努
力
を
し
た
い
と
意
識
を
き

ち
ん
と
持
つ
方
の
輪
は 、

確
実
に
拡

が
っ
て
い
ま
す 。

自
然
に
恵
ま
れ
た
真

鶴
の
地
で 、

心
身
共
に
充
実
し
た
豊
か

な
老

年
の
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
が
で

き 、

自
分
も
し
っ
か
り
と

年
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま

す 。
な
だ
ら
か
な
伊
豆
の
山
々
の
尾
根
の

広
が
る
海
を
見
な
が
ら 、

深
呼
吸
す
る

日
々
に
合
掌 。
(
代
表

佐
竹
和
歌
子)

平
成
二
十
二

年、
学
校
に
行
け
な
い 、

符
か
な
い
子
ど
も
た
ち
を
支
え
た
い
人

が
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

の
呼
び
掛
け

に
集
ま
っ
て 、
「
不
登
校
を
語
る
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た 。

ご
自
身
の
体
験
や
不
安 、

子
ど
も
の

様
子
を
語
り 、

子
ど
も
に
対
す
る
自
ら

の
不
条
理
や
態
度
を
少
し
で
も
変
え
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い 。

不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
か
ら 、

体
験
上
得
た

こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す 。

す
で
に
不
登
校
の
子
ど
も
を
育
て
上

げ
た
方
や 、

自
分
自
身
が
か
つ
て
不
登

校
だ
っ
た
体
験
を
も
っ
青
年
の
声
な

ど 、

様
々
な
思
い
の
交
錯
す
る
話
し
合

い
の
場
で
す 。

学
校
に
行
け
な
い 、
行
き
た
く
な
い 。

「
理
由
は
様
々
だ
け
れ
ど 、

学
校
に
行

け
な
い
今
っ
て 、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な 。」
「
友
達
が
離
れ

て
行
っ
ち
ゃ
う
か
も
:・」
「
勉
強
に
つ

い
て
い
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う 。

将
来
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
?
」

で

も
大
丈
夫 。

今
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

も 、

き
っ
と
道
は
見
つ
け
ら
れ
る 。

子
ど
も
の
進
路
に
不
安
や
悩
み
を
お

持
ち
の
皆
さ
ん
の
た
め
に 、

こ
れ
か
ら

の
生
活
に 、

勇
気
が
持
て 、

元
気
が
出

る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
模
索

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す 。

子
ど
も

へ
の
心
配 、

あ
な
た
自
身
の
不
安
を 、

同
じ
立
場
や
経
験
を
持
つ
私
た
ち
と
語

り
合
う
場 、
不
登
校
で
悩
ん
で
い
る
子 、

親
等
の
居
場
所 、

勉
強
の
こ
と
が
心
配

な
子
ど
も
達
の
た
め
に
学
習
支
援 、

み

ん
な
で
楽
し
め
る
料
理
教
室
や
ケ
ー

キ

作
り
も
行
な
っ
て
い
ま
す 。

関
心
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 。

(
代
表

阿
部
敏
明)
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職
員
か
ら
の

(8) 

寒
川
町
北
部
公
民
館

副
主
幹

隆さん大久保

『
地
域
づ
く
り、

人
づ
く
り
を
目
指
し
て
』

公
民
館
に
配
属
さ
れ
て、

四
年
を
迎

え
よ
う

と
し
て
い
ま
す。

公
民
館
は
地

域
の
課
題
に
取
り
く
み 、

地
域
の
皆
様

と
一

緒
に
考
え 、

運
営
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す。

ま
た、

社
会

が
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し、

地
域
を

と
り
ま
く
環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
中

で、

地
域
社
会
が
抱
え
て
い
る
様
々
な

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
果
た
す
役
割

が、

公
民
館
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す。

そ
こ
で、

団
塊
の
世
代
の
方
々
が
定

年
退
職
さ
れ、

地
域
に
戻
っ

て
き
て
い

る
寒
川
町
の
公
民
館
で
も、

そ
う

い
っ

た
方
々
が
ス
ム

ー
ズ
に
地
域
に
か
か
わ

り
を
も
て
る
よ
う

に
各
種
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す。

北
部
公
民
館
で
は、

毎
年
メ
ン
ズ
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が、

参
加
者
の
半
数
以
上
が
六
十
歳
以
上
の

方
で
す。

エ
プ
ロ
ン
や
三
角
巾

を
し
て、

一

生
懸
命
調
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

や
最
後
に
調
理
し
た
料
理
を
食
べ
な
が

ら
談
笑
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
公
民
館

の
目

的
で
あ
る、

仲
間 ゃ
つ
く
り
を
図
る

こ
と、

友
達
の
輸
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き、

開
催
し
て
よ
か
っ

た
と
思
う

ひ
と

時
で
す。

ま
た
公
民
館
に
は、

子
育
て
の
サ
ー

ク
ル
に
未
就
学
児
と
お
母
さ
ん
が
集
ま

り、

楽
し
そ
う

に
時
間
を
過
ご
す
な
ど 、

公
民
館
を
有
意
義
に
活
用
さ
れ、

仲
間

づ
く
り
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す。

子
育

て
サ
ー

ク
ル
の
活
動
を
見
て
い
る
と、

私
の
妻
が
昔
子
育
て
を
し
て
い
た
姿
を

思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
す。

様
々
な
活
動
が
あ
る
中
で、

の
公
民
館
の
主

な

事

業
と

し

て、
「

公
民
館

ま
つ
り」

が
あ

り
ま
す。

寒
川
町
の
三

館
の
公
民
館
で

毎
年
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て

実
施
し
て
い
ま

す。

各
館
の
特

性 、

地
域
の
特

色
を
出
し
て、

広
く
町
民
に
公

民
館
活
動
を
啓

寒
川
町

総会案内
平成23年度の総会は、 次のとおり開催が予

定されています。

0と き 平成23年5月20日(金)

午後2時10分から

座間市立東地区文化センター
相鉄線さがみ野駅下車徒歩13分

発
し
て
い
く
こ
と、

地
域
に
根
ざ
し
た

文
化
活
動
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て、

サ
ー

ク
ル
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
で
き
る
場
を
設
け
て
い
ま
す。

ま
た、

町
民
の
方
へ
の
啓
発
も
兼
ね
て、

公
民
館
ま
つ
り
の
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す。最

後
に
な
り
ま
す
が、

公
民
館
活
動

は
口
で
言
う
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん 。

ス
タ
ッ
フ
や
予
算
の
問
題

等 、

公
民
館
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す。

し
か
し、

こ
れ
ら

も
公

民
館
職
員
と
地
域
の
皆
様
と
協
働
し
て

一

つ
一

つ
解
決
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
公

民
館
を
目
指
し、

こ
れ
か
ら

も
公
民
館

活
動
に
関
わ
っ

て
行
け
た
ら

と
思
っ

て

い
ま
す。
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信i>

ご購読を!
社団法人公民館連絡合会では、 公民館の専門

誌「月刊公民館Jを発行しています。 昭和33年

以来今日まで、 社会教育のさまざまな行政課題、

全国の先進的な公民館の実践、 職員の紹介をし

てきました。 毎号、 タイムリーな特集で、 公民

館の現代的な課題に迫ります。

すでに購読されている公民館も多いと思いま

すが、 ぜひ、 多くの公民館関係者に購読をおす

すめします。

「月刊公民館」申
し
込
み
先

干
一
O
五

O
O
O一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門

一

丁
目
十
六
番
人
号

社
団
法
人
公
民
館
連
合
会

電
話
O
三
l

三
五
O
一

九
六
六
六


